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１．大会テーマ 

「 Challenge to the “６”－6年目の原点回帰－ 」 

 

２．主 催 

福岡県スクールソーシャルワーカー協会 

 

３．後 援 

福岡県教育委員会 福岡市教育委員会 北九州市教育委員会 日本学校ソーシャルワーク学会 

 

４．大会日程 

    ２０１３年６月２２日（土） １０：１５～１６：３５ 

＜ご挨拶＞ 

皆様方におかれましては，日々ご健勝のこととお慶び申し上げます。 

2008 年度の文部科学省｢スクールソーシャルワーカー（以下、ＳＳＷ）活用事業」から、今

年度で 6 年目を迎えました。この間、福岡県においてはＳＳＷ事業が段階的に広がり、現在で

は県内の 6 割を超える市町教育委員会・教育事務所においてＳＳＷの活用がなされています。  

このような状況のなか、私たちは九州初となるＳＳＷの専門職能団体として、福岡県スクー

ルソーシャルワーカー協会を 2012 年 6 月に設立いたしました。協会では、ＳＳＷ事業の活性

化に向け、人材育成や専門性の向上を目指した研修等を行っています。 

今回は、「Challenge to the“６”― 6 年目の原点回帰 ―」というテーマをもとに、これ

までの 5 年間の取り組みを振り返りながら、今後の SSW の発展に向けて学校ソーシャルワー

ク実践のあり方を検討する大会にしたいと考えております。6 年目の事業展開、県内 6 割以上

の配置推進、6 月の協会設立など、「 6 」をキーワードにした大会を企画してまいります。

今大会がＳＳＷのさらなる飛躍につながる貴重な機会となるよう、運営委員一丸となって準備

を進めております。当日は、一人でも多くの皆様のご参加を心よりお待ちしております。 

福岡県スクールソーシャルワーカー協会 

会長 門田 光司 
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５．大会プログラム 

第１部（１５０１講義室） 

９:４５～１０:１５  受 付 

１０:１５～１０:３０  第１部 開会式 

１０:３０～１２:００  特別研修 

テーマ 「子どもの声が聞こえていますか？ 

―真のアドボカシーについて考える」 

講 師 坂口 明夫 子ども家庭支援センターあまぎやま 主任相談員  

１２:００～１３:００   休 憩 

 

第２部（1502合同講義室） 

１２:３０～１３:００   受 付 

１３:００～１３:１５   第２部 開会式 

１３:１５～１４:１５   基調講演 

テーマ 「今、なぜ福岡県にＳＳＷが必要なのか？ 

－教育と福祉の協働に迫る」 

                      講 師  藤林 武史 福岡市こども総合相談センター 所長 

１４:１５～１４:２５  休 憩 

１４:２５～１６:２５  大会シンポジウム 

テーマ 「６年目の挑戦  

－先進的取組みに学ぶ ＳＳＷの効果的活用のススメ」 

シンポジスト ： 教育委員会関係者（調整中） 

         学校関係者（調整中） 

荒巻 智之 須恵町教育委員会 スクールソーシャルワーカー 

コメンテーター ： 藤林 武史 福岡市こども総合相談センター 所長 

座長 ： 門田 光司 福岡県スクールソーシャルワーカー協会 会長 

久留米大学文学部社会福祉学科 教授 

１６:２５～１６:３５  閉会式 

１６:３５～１６:４０  休  憩 

１６:４０～１７:１０  総  会 

１７:３０～１９:３０  情報交換会  ※大会会場の近郊にて行います。 
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６．参加対象 

【第１部】 会員限定企画  

・ 福岡県スクールソーシャルワーカー協会会員 

※今大会から、新たに大学生・大学院生などを対象とした「学生会員」枠が新設されました。入会希望者は、

当日に学生であることを証明するものを持参のうえ、受付にて入会手続き（入会金・年会費 500 円をお支払

いください）を行うと会員として大会に参加することができます。 

【第２部】 一般公開企画 ※定員１５０名 

・ 福岡県スクールソーシャルワーカー協会会員 

・ 一般（非会員である教育関係者、福祉関係者、大学院生・学生など） 

 

 

７．参加費等 

（１）参加費 ※資料代として 

 

 第１部 第２部 情報交換会 

会 員 ５００円 

４,０００円 
一 般  ５００円 

 
（２）大会参加の申し込み方法 ＜６月１９日（水）１７：００必着＞ 

○ 同封の「参加申込書」に必要事項をご記入の上、協会事務局まで郵送または FAX をしていた

だくか、同様の内容を E-mail（fassw-2012@hotmail.co.jp）にてお申込みください。 

○ 大会では当日参加も受け付けますが、定員に達した時点で入場をお断りすることがありますの

で、予めご了承ください。 

○ 情報交換会については会場の都合上、当日参加を受け付けることができません。 

○ 参加申し込みの確認後、協会事務局より受付完了の E-mailまたは FAX をお送りします。 

（３）大会参加費の支払い方法 

○ 当日、受付にてお支払いください。 

○ 情報交換会への申し込み後にキャンセルや欠席があった場合、後日、参加費のお支払をお願い

することもありますのでご了承ください。 

 

 

８．会 場 

久留米大学 旭町キャンパス  

教育 1 号館 5 階 
 

住 所  〒830-0011  

福岡県久留米市旭町 67番地 
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福岡県スクールソーシャルワーカー協会事務局 

〒839‐8502 福岡県久留米市御井町 1635 

久留米大学文学部社会福祉学科 （担当：山﨑） 

TEL 0942-43-4411    FAX 0942-43-5160 

E-mail  fassw-2012@hotmail.co.jp 

 

 

９．会場までの交通案内 

（１）自動車 

○ 九州自動車道「久留米 IC」を佐賀・日田方面へ下る。 

「野々下」の信号を左折し、210号線を直進、「東櫛原町」の信号を右折し、直進。 

大学病院角の「旭町」の信号を右折し、直進。 

○ 会場内に駐車場あり（筑水会館駐車場）。 

駐車スペースには、限りがあります。できるだけ公共交通機関を、ご利用ください。 

（２）西鉄電車 
○ 西鉄久留米駅下車 

西鉄バス系統番号３・６・８・９・２４・５２ 

（大学病院、高専方面行にて大学病院又は医学部前下車） 

      ＜所要時間＞西鉄久留米駅から徒歩約 17 分 

（３）ＪＲ 
○ ＪＲ久留米駅下車 

西鉄バス系統番号８（大学病院、高専方面行にて大学病院又は医学部前下車） 

      ＜所要時間＞ＪＲ久留米駅から徒歩約７分 

 

 

 

１０．宿泊・昼食 

本大会では、事務局による宿泊等の手配は行っておりません。各自でのご予約をお願いいたし

ます。また、昼食についても各自で済ませてご参加下さい。大学の近くにはコンビニエンススト

アなどがあります。当日は、大会会場を昼食に利用することが可能です。ゴミなどについては、

各自で責任を持ってお持ち帰りくださいますよう、ご協力をお願いします。 

 

 

 

１１．参加申し込み及び問い合わせ先 

 

 

 

 

 

 

 

 


